
 

 

【補助事業概要の広報資料】 

 

補助事業番号：25-60 

補助事業名：平成２５年度地球温暖化対策等に貢献するエンジニアリング調査研究補助事業 

（事業項目名：①沿岸域海水中温暖化ガス連続モニタリング技術に関する調査研究） 

補助事業者名：一般財団法人エンジニアリング協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

沿岸域においては、底質や淡水の流入、生物活動によってCO2の鉛直分布が大きく変

化する。そのため、沿岸域における温暖化ガスの挙動を正確に捉えるためには、鉛直

方向の濃度変化を連続的に観測し、時空間的な評価を行う必要があった。しかしなが

ら、国内では一部表層の観測例はあるものの、鉛直・連続観測の事例はなく、新たな

観測システムの開発が望まれていた。本調査研究では、沿岸域におけるこのような観

測を可能とするためのモニタリングシステムの開発を目的としている。 

 

（２）実施内容(http://www.enaa.or.jp/jka-subsidy-business/h25) 

  ①沿岸域海水中温暖化ガス連続モニタリング技術に関する調査研究 

   沿岸域海水中温暖化ガス連続モニタリングに関する技術を調査するため、文献やイン

ターネット、メーカのカタログ等で情報を収集するとともに、有識者へのヒアリングを

行い、沿岸域を対象とした海水中の二酸化炭素分圧の連続モニタリングシステムについ

て整理を行い、連続モニタリングシステムの概念設計を行った。 

 

 

沿岸CO2鉛直連続モニタリングシステム概念図 

http://www.enaa.or.jp/jka-subsidy-business/h25


 

 

 

  ②委員会の開催状況 

   第1回沿岸域海水中温暖化ガス連続モニタリング技術調査研究委員会開催 

（平成25年9月3日） 

   第2回沿岸域海水中温暖化ガス連続モニタリング技術調査研究委員会開催 

（平成25年12月18日） 

   第3回沿岸域海水中温暖化ガス連続モニタリング技術調査研究委員会開催 

（平成26年2月17日） 

（平成25年9月3日） 

 （平成25年12月18日） 

 

 （平成26年2月17日） 

委員会開催風景 

 

２ 予想される事業実施効果 

本システムは国土交通省の既存の海洋環境監視モニタリングポストに適用でき、水

温、塩分、溶存酸素等の環境項目と合わせて温室効果ガスを観測することで、港湾海

域の地球温暖化への寄与度を評価できる。また、海洋酸性化の環境影響を把握するに

は、海水中のｐＨとＣＯ２の観測が必要であるが、現状ではｐＨの観測のみであり、

本システムによりｐＨとＣＯ２の連続観測を実現できる。さらに、海底下二酸化炭素

貯留（ＣＣＳ）事業では、海底からのＣＯ２漏洩監視が必須となっており、ｐＨとＣ

Ｏ２濃度変化を観測することでより厳密な監視が可能となる。 



 

 

３ 補助事業に係る成果物(http://www.enaa.or.jp/jka-subsidy-business/h25) 

 （１）補助事業により作成したもの 

沿岸域海水中温暖化ガス連続モニタリング技術に関する調査研究報告書（印刷物） 

  
  表 紙                 目次1/3 

 

  

目次2/3              目次3/3 

 （２）（１）以外当事業において作成したもの 

    なし 

http://www.enaa.or.jp/jka-subsidy-business/h25


 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人エンジニアリング協会 

（イッパンザイダンホウジンエンジニアリングキョウカイ） 

住  所： 〒105-0001（半角） 

東京都港区虎ノ門3-18-19（虎ノ門マリンビル10階） 

代 表 者： 理事長 高橋 誠（タカハシ マコト） 

担当部署： 総務部 

担当者名： 部長代理 宮島 信一（ミヤジマ シンイチ） 

電話番号： 03-5405-7201 

F A X   ： 03-5405-8201 

E-mail  ： miyajima@enaa.or.jp 

ＵＲＬ  ： http://www.enaa.or.jp 
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【補助事業概要の広報資料】 

 

整理番号 ：25-60 

補助事業名：平成２５年度 地球温暖化対策等に貢献するエンジニアリング 

調査研究補助事業 

（事業項目名：②ＣＯ２地中中和処理の研究） 

補助事業者名：一般財団法人エンジニアリング協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

   CO2 を削減する新たな技術として、地下水利用の及ばない深部の石灰岩層内において、

ボーリングを通じて、マイクロバブルによって直接 CO2 を溶解させた溶解水を圧入し

て石灰岩盤層を中和槽化させることを目的とする。 

（２）実施内容(http://www.enaa.or.jp/jka-subsidy-business/h25)   

本年度は、我が国における対象岩盤の分布とそのCO2中和処理能力量の検討、閉鎖系室内

実験を実施してCO2溶解速度を予測したほか、CO2溶解水の地盤中への移動現象についても既

存解析コードによるシミュレーションなどで分析し、その結果を平成25年度の報告書に取り

まとめた。 

①CO2 地中中和処理 (URL) 

   

 

CO2 地中和処理システムのコンセプト     貯留した CO2 の上方移行と 

地化学概念モデル 

②我が国における対象岩盤の分布と CO2 中和処理能力容量の検討  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国内の主要な石灰岩の分布         北斗地域における石灰岩の分布 
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（別紙５） 
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③CO2 中和処理のための流量制御の検討 

 
閉鎖系実験装置全体         模擬地盤への注入実験（60sec） 

 

④既存解析コードによるシミュレーション 

 

（120 ｽﾃｯﾌﾟ後の気泡）        （120 ｽﾃｯﾌﾟ後の流れ場） 

岩盤中のﾏｲｸﾛﾊﾞﾌﾞﾙの数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ結果 

 

⑤原位置小規模試験計画の策定 

 

 

 

     （鉛直断面）                  （平面図） 

原位置試験概略図 
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２ 予想される事業実施効果 

現在、経済産業省は、温室効果ガス削減の実証実験に向けた動きを加速しており、枯

渇ガス田または、深部塩水層での CO2 地中貯留（CCS）技術は、既に、大規模実証試験の

段階にあるが、本研究による中和処理システム技術は、国内にある地質条件に適用可能

と考えられ、アルカリ水存在下において CO2 の中和化による CO2 削減を図る環境対策と

して世界初の試みである。実現可能となれば、比較的輸送コスト負担の大きい小中規模

排出源にとって輸送コスト削減につながる大きなメリットがあり、環境負担の少ない地

中処理技術である。実現可能とする段階に持ち込むことは社会的に大いに有意義であり、

ここに、追従を許さない先導性があり、国際的、社会的ニーズに適合する革新的な技術

と言えるものと確信する。 

 

３ 補助事業に係る成果物 （http://www.enaa.or.jp/jka-subsidy-business/h25) 

（１）補助事業により作成したもの 

CO2 地中中和処理の研究報告書  
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２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人エンジニアリング協会  

住  所： 〒105-0001 

東京都港区虎ノ門3-18-19（虎ノ門マリンビル10階） 

代 表 者： 理事長 高橋 誠（タカハシ マコト） 

担当部署： 総務部 

担当者名： 部長代理 宮島 信一（ミヤジマ シンイチ） 

電話番号： 03-5405-7201 

F A X  ： 03-5405-8201 

E-mail ： miyajima@enaa.or.jp 

ＵＲＬ ： http://www.enaa.or.jp 

 


